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平成２６年 ３月期 業績ハイライト ① 経営成績

 当期より（株）ジー・イー・エヌを子会社化し、連結決算を開始

 個別経営成績では、増収増益を達成

（百万円） 当 期

売上高 5,629

営業利益 194

経常利益 255

当期純利益 141

前 期 当 期 前期比
増減率

5,288 5,517 ＋229
＋4.3％

166 190 ＋24
＋14.4％

223 251 ＋28
＋12.5％

174 142 ▲32
▲18.3％

（参考） 個別経営成績連結経営成績

※ 当期より連結会計を開始しているため、対照表が変則的になっていることをご了承下さい。
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平成２６年 ３月期 業績ハイライト ② 財政状態

 総資産 5,659百万円、純資産4,065百万円に

 自己資本比率は 71.6％ に

（百万円） 当期末

流動資産 1,948

固定資産 3,711

資産 計 5,659

流動負債 998

固定負債 595

負債 計 1,593

純資産 4,065

負債・純資産 計 5,659

連結財政状態

前期末 当期末 増 減 比(％)

1,781 1,859 ＋78 ＋4.4％

3,579 3,721 ＋142 ＋4.0％

5,361 5,580 ＋219 ＋4.1％

828 936 ＋108 ＋13.0％

556 591 ＋35 ＋6.2％

1,385 1,527 ＋142 ＋10.3％

3,975 4,052 ＋77 ＋1.9％

5,361 5,580 ＋219 ＋4.1％

（参考） 個別財政状態
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平成２６年 ３月期 業績ハイライト ③ キャッシュフロー

 税引前当期純利益211百万円の計上などにより、営業活動に
よるキャッシュフローは468百万円の収入

 子会社株式取得や有形固定資産の取得などにより、投資活動
キャッシュフローは237百万円の支出

（百万円） 当 期

営業活動ＣＦ 468

投資活動ＣＦ ▲237

財務活動ＣＦ ▲73

現金及び現金同等物
期末残高

1,238

連結キャッシュフロー
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当期業績の分析 ① 予備校部門(1)

 首都圏高３生の市場縮小により、当期の生徒数は減少

 演習授業「THE TANREN」など新商品の提供や高卒生の増加
により、売上は増加（前期比＋0.4％）
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当期業績の分析 ② 予備校部門(2)

 現役合格保証の浸透がさらに進み、在籍率は一層向上

 国公立大・早慶上智・GMARCHなどの合格者を着実に輩出

現役合格保証制度：

大学入試結果に満足せず、次年度も城南予備校において

再挑戦する場合は、 高卒部授業料を全額免除する制度
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当期業績の分析 ③ 個別直営部門

 生徒数は安定的に増加し、前期比＋２．１％

 小学生向けコース（ジュニアコース）を開始し、低学年集客を強
化、長期顧客拡大の布石へ

成績保証制度：

期間内に所定の点数が達成できなかった場合は、
保証期間終了後の翌期間 （4ヶ月間）の対象科目
の通常授業料を全額無料とする制度
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当期業績の分析 ④ 個別ＦＣ部門

 全174教室（前年比＋12.3％）、生徒数は＋23.9％に

 教室運営指導の強化により、単価・受講講座数が増加
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当期業績の分析 ⑤ 個別指導教室数

４４１３５
１４

５

３

８

２３２個別教室数
（2014年6月6日現在）

７５６５

うち 直営 58教室

ＦＣ 174教室
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当期業績の分析 ⑥ 河合塾マナビス

 自分のペースに合わせて受講できる映像授業

 講座受講の提案強化により、受講単価・売上の増加を実現

映像授業をビデオ・オン・デマンド形式で視聴

当校はフランチャイジーとして校舎を展開
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当期業績の分析 ⑦ くぼたのうけん

 久保田カヨ子夫人が実践した、賢い脳を育てる乳幼児教室

 入会者を安定的に維持、カヨ子・競両先生による講演会やセミ
ナーを随時実施

2013年12月、カヨ子先生のセミナー実施
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当期業績の分析 ⑧ 城南ルミナ保育園

 「くぼた式育脳法カリキュラム」を導入した保育園。2011年4月
に東京都認証保育所として開設

 入園者数は順調に増加し、地域の待機児童解消に貢献

小関先生による

くぼた式教育
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当期業績 部門別売上のまとめ

 予備校・個別指導の基幹事業は、前年並みの実績を維持

 マナビス・乳幼児教育は、高い需要に応え売上増へ

（百万円） 前 期 当期 （個別） 増 減 比(％)

予備校 2,801 2,814 ＋13 ＋0.5％

個別指導 1,968 1,942 ▲26 ▲1.3％

マナビス 294 500 ＋206 ＋70.1％

乳幼児教育 144 170 ＋26 ＋18.1％

デジタル教材 38 38 0 0.0％

その他 40 50 ＋10 ＋25.0％

＜総計＞ 5,288 5,517 ＋229 ＋4.3％
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利益還元

平成26年3月期は１株８円の期末配当予定

中間配当
（円 銭）

期末配当
（円 銭）

配当 計
（円 銭）

配当性向
（％）

H26年3月期 ０．００ ８．００ ８．００ ４５．５

H27年3月期
（予想）

０．００ ８．００ ８．００ ２９．９
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総合教育企業を目指して ～年齢層及び商圏のイメージ～

全

国
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“あるべき姿”

城南進研グループは、少子高齢化社会における競争に勝ち抜くために、

① 社会環境の変化（ＩＴ化、グローバル化など）にフレキシブルに対応し、顧客

層の拡大を図ります。

② サービスの専門性を高め、差別化を推進することで顧客満足度の向上を

目指します。

これらを通じて、お客様に選ばれる総合教育サービス企業として、持続的成

長を実現します。

結果として、城南進研グループは民間教育を牽引する存在となります。
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新中期経営計画 基本戦略

① 社会環境の変化に応じた成長戦略の推進

② 事業の再構築とシナジー効果の追求

③ 顧客満足度の向上を軸としたブランドの構築
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新中期経営計画 計画骨子

① 社会環境の変化に応じた成長戦略の推進

 １ 乳幼児・英語教育に重点をおいた、長期顧客の拡大

 ２ ＦＣ事業による積極展開

 ３ ＬＴＶの最大化を目指すマーケティング手法の改革
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新中期経営計画 計画骨子

② 事業の再構築とシナジー効果の追求

 １ 基幹事業の収益構造改革

 ２ 事業展開を支える各種インフラの整備・促進

 ３ 事業展開を支える人材確保・育成
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新中期経営計画 計画骨子

③ 顧客満足度（ＣＳ）の向上を軸としたブランドの構築

 １ 求められるＣＳの明確化・指標化と実行

 ２ 行動規範の実践による質の高いサービスの提供

 ３ コンプライアンスを重視した事業展開
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英語教育の強化①

都立大本校・八雲校でのZoo-phonics Academy レッスン
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英語教育の強化②

Zoo-phonics ３つの特長

1・2歳の幼児から始められ、年齢とレベルに
沿って段階的に英語力を伸ばす

「身体の動作－ボディ・シグナル」を取り入れ、
遊び感覚で体系的に学習

アルファベットは子供たちが大好きな２６匹の
動物たち

Zoo-phonicsとは、

30年前に米国で開発された、つづり字と
音声の関係を規則化して教える教授法

フォニックス・プログラムの効果検証テストで、170社中No.1プログラムに認定
（2001年、非営利の児童教育研究組織実施）
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英語教育の強化③

乳幼児部門の「くぼたのうけん」及び小学生を対象と
した事業とのシナジー効果を期待

 国内で既に16教室を展開中（直営・FC含む）

 Zoo-phonicsブランドを活かし、３教室／年程度を開
校

 既存事業の英語教育強化など、シナジー効果を追求

バイリンガル育成コース レギュラーコース
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乳幼児教育の強化

くぼたのうけん教室の積極新規開校
（２～３教室／年）

 乳幼児からの長期顧客の獲得を目指す

 Zoo-phonicsブランドとの同時展開を追求
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ＦＣ事業による積極展開

個別指導・乳幼児教育・英語教育など、ＦＣ事業に
よる積極展開を推進

2013年10月、日本フランチャ
イズチェーン協会の正会員に登
録されました。
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ＬＴＶの最大化

長期顧客を拡大し、ＬＴＶの最大化を目指すマーケティン
グ手法の改革を推進

乳幼児から社会人まで、多様なニーズに応える教育サービ
スを提供する「総合教育企業」を目指す

退学率低下・顧客離脱防止に向けた分析・マーケティング
を強化

ＬＴＶ：Ｌｉｆｅ Ｔｉｍｅ Ｖａｌｕｅ （顧客生涯価値）

顧客が生涯を通じてどのくらい利益に貢献するかを表す概念
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基幹事業の収益構造改革①

ＴＨＥ ＴＡＮＲＥＮ・合宿型特訓など、高収益型商品の
メニュー開発と提供

ＴＨＥ ＴＡＮＲＥＮ（鍛錬：確実に得点できるよう、演習に
重点を置いた特訓授業）や、合宿型特訓などを開発

頻出ポイントや入試問題の演習を通じて、実戦における
得点力を最大限に高め、確固たる自信を生み出す
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基幹事業の収益構造改革②

生徒のニーズに合わせたコース設定の追加

『演習コース』（生徒の教科書単元に合わせた演習カリキュラム）

『高校受験パック』では、個別指導との組み合わせで、無理なく
受験科目を学習
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基幹事業の収益構造改革③

基幹事業を中心に、収益構造の改善を目指す改革を積
極的に推進

効果的な宣伝・パブリシティの追求、ＷＥＢマーケティングの
推進

諸経費の適正化・効率化
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事業展開を支えるインフラ整備① ～ 設備改善

快適で勉学に集中できる学習環境を提供

校舎・教室の移転・リフォームや、内装リニューアルなど

早慶専門館 南浦和校 / 城南コベッツ南浦和教室城南ONE'S 自由が丘教室 / 横浜教室
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事業展開を支えるインフラ整備② ～ 映像教材

電子黒板を効果的に用い、視覚に訴えるわかりやすい
映像コンテンツを作成

全国の個別指導教室で活用し、差別化を図る

電子黒板を用い
た映像授業
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平成27年3月期 部門別売上 〔連結〕

 個別指導・マナビス・英語教育などの牽引により、前期比３億
円超の増収見込み

（百万円） 2013年度 2014年度 増 減 比(％)

予備校 2,814 2,735 ▲79 ▲2.8％

個別指導 1,942 2,116 ＋174 ＋9.0％

マナビス 500 553 ＋53 ＋10.6％

乳幼児教育 170 185 ＋15 ＋8.8％

デジタル教材 38 42 ＋4 ＋10.5％

その他 50 75 ＋25 ＋50.0％

ジー・イー・エヌ
※112 232 ＋120 ＋107.1％

＜総計＞ 5,629 5,942 ＋313 ＋5.6％

※ 2013年度のジー・イー・エヌ売上は、連結開始以降の売上（約６か月分）です。



34

売上の見込み ①個別直営部門

 ５月現在で受講者数は前期比＋５．７％、売上単価＋７．１％
となり、年間では大きく売上を伸ばす見込み
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売上の見込み ②予備校部門

 売上単価は５月現在で前期比＋１．５％となるも、今春の募集
の伸び悩みにより、 受講者数は▲８．７％

 高付加価値型商品の提供などにより、売上の上積みを目指す
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平成27年3月期 業績予想 〔連結〕

 本格的な乳幼児・児童英語教育への参入を開始し、シナジー
効果の発揮を期待

 前期比売上高＋５．６％、経常利益＋７．５％の見込み

（百万円） ２０１３年度 ２０１４年度 前期比

売上高 5,629 5,942 ＋313
＋5.6%

営業利益 194 221 ＋27
＋13.9%

経常利益 255 274 ＋19
＋7.5%

当期純利益 141 215 ＋74
＋52.5%
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中期経営計画 ３か年の業績目標

（百万円） 2014年度 2015年度 2016年度

売上高 5,942 6,317 6,795

営業利益 221
(3.7％)

315
(5.0％)

475
(7.0％)

経常利益 274
(4.6％)

379
(6.0％)

543
(8.0％)



本資料は、平成26年3月期決算の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資
を勧誘することを目的としたものではありません。本資料は平成26年６月６日現在のデータに基づいて作成されておりま
す。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性・完全性を保証し
又は約束するものではなく、今後予告なしに変更されることがあります。

ＩＲお問い合わせ先

株式会社 城南進学研究社
取締役管理本部長：杉山 幸広

TEL:044(246)1951
e-mail:info@johnan.co.jp


